
第.3一章 セク シュ ア グテイの鯲 と現在

快 楽 と 叡 智

正 木 晃

無上の快楽と究極の叡智 とが分かちがたい関係にある。或いは、快楽と叡智とを、等号で結

ぶことす ら可能なのだ……。

いわゆる後期密教に特有のこの図式は、時空を越えて、常に人を惹きっける。ありていにい

えば、10代 の終わりの頃、 私が密教研究を志 した理由の一半 も、 この図式が発散する何かに

か らめとられたゆえだったかもしれない。

そ して、近年のチベット密教 ブームもまた、 この図式 と無縁ではない。人間のもっ動物性の

極 ともいうべき生殖行為、そして人間が求めうる聖性の極 ともいうべき至高の知性。近代合理

主義に蹂躙されて、ながらく全 く無縁 とおもわれてきたこの両者のあいだに、架橋 しようとい

う試みが人々の関心を集めたとしても、それはそれで無理からぬ事態かもしれない。たとえ誤

解に基づ く点が少なくないとしても…。

ことにも性瑜伽(せ いゆが)。 っまり、男女の性行為を欠 くべからざる身体技法 として導入

した仏教究極の瞑想法をめぐっては、あまりに衝撃的な修行法なるがゆえに、定かな根拠をも

たぬ憶測と恣意的な解釈がまま行われてきた。

そうした誤解を解 く意味もあって、 ここでではチベット仏教の正統派を任ずるゲルク派が伝

承 してきたチベット密教における最高の修行法を材料に、快楽と叡智の関係を考えてみたい。

最高 の叡 智 一悟 りとは何 か

ゲルク派の宗祖であ り、ブッダ以来、2500年 におよぶ仏教の歴史 における最後 の巨人で

あったツォンカバ(1357～1419)は 、『秘密集会 タントラ』が究極の仏教なのだと主張 した。

特に、ナーガールージュナ(龍 樹)と アールヤデーヴァ(聖 天)と いう2人 の人物がこのタン

トラに施 した解釈と、そこから導 き出された実践法 こそ、悟 りへの最も優れた修行法であると

みな した。これを 「聖者流(聖 父子流)」 という。

イ ンドでは、『秘密集会 タントラ』を根本 とす る実践法 に、二大流派が存在 した。1っ は

ジュニャーナパーダという人物が開発 した 「ジュニャーナパーダ流」であり、 もう1つ がいま

述べた 「聖者流」である。近年の研究成果によれば、まずジュニャーナパーダ流が先行 し、聖

者流がそれに続いた らしい。 ツォンカバが選択 した聖者流は、 西暦でいえば、 ちょうど1000

年頃、全盛を迎えていたというが、そのあたりの歴史的な詮索は、これ以上するっ もりはない。
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興味がある方には、専門書をひもといていただこう。

問題は、仏教が規定する最高の叡智たる 「悟 り」 とはいったい何か、である。 もちろん、そ

れに即答で きるわけはない。ただ、 ツォンカバが悟 りについて、 どう考えていたか くらいは、

多少の推測が成 り立つ。或いはチベット密教において、悟 りは、人間がいかなる状態になった

ときに得 られるものかくらいは、答えられると思 うのである。

結論から言 おう。ツォンカバ は 『秘密集会 タントラ』の聖者流を修行することで、「幻身

(ギュルー=虹 の身体)」 と 「ほんとうの光明(ト ゥンギ ・ウーセル)」 を、同時に成就 したと

きに、人間は至高至上の叡智を獲得 して、生 きたままホトケになると信 じていた。 この両者が

同時に成就することを、チベット密教では 「双入(ス ンジュク=双 運)」 と呼ぶ。つまり 「双

入」こそが、チベット密教の求あてやまない究極の状態なのであり、これを越える叡智 は存在

しない。

生起次第(し ょうき しだい)と 究竟次第(く きょう しだい)

ゲルク派 の密教修行では、生起次第(し ょうきしだい=キ ェーリム)と 究竟次第(く きょう

しだい=ゾ クリム)の 、2つ の段階が設けられている。

生起次第とは、簡単に言えば、私たちの世界を構成する森羅万象が、実は究極の存在である

ホ トケたちの顕現にほかならないことを感得する修行である。 もう少 し具体的にいうなら、あ

らゆる物質世界はホ トケたちが参集する曼陀羅であり、そこに輪廻する生きとし生けるもの全

てが曼陀羅をかたちつくる上で不可欠の聖なる存在であることを、瞑想 して心身に浸透させる

ことなのである。 こうすることで、 日常性の固い殻を破砕 し、 日常性を絶対化 し執着 しがちな

私たちの意識構造を、根底から揺 るがし、ホ トケの正 しい教えを授かる準備ができあがる。

究竟次第 とは、後期密教が究極の修行法 として開発 した、快楽 と叡智の究極の関係に基ず く

修行法、すなわち 「性瑜伽(せ いゆが)」 にまつわる修行法のことである。瑜伽 とは、 ヨーガ

の音訳で、身体技法をともなう瞑想法。その言葉の頭に、性行為を意味する性 という単語が冠

せられていることか らわかるように、 「性瑜伽」 とは男女の性行為を導入 した瞑想法にほかな

らない。究竟次第は、その名の示すとおり、究極の修行法なるがゆえに、極あて秘匿性が高 く、

ほんの僅かな者にしか伝授されてこなかった。

生起次第 は、日本密教の修行法、たとえば曼陀羅の観想法(瞑 想法)や 本尊瑜伽とも類似 し

ていて、理解はそ う難 しくない。一方、究竟次第は、インドの後期密教、そ してそれを継承 し

たチベット密教に特有の修行法であり、日本密教の修行法か ら類推することは不可能といって

いい。

文 献 に つ い て

これか ら 『秘密集会 タントラ」聖者流の修行法を、ゲルク派の高僧であったガワン・パルデ

ン(?～1797)の 『大秘密四タントラの地 と道の解釈である経論を照 らす書」を参照 しっつ、
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快 楽 と叡 智

できる限り簡潔にご紹介 しようと思 う。

この書物 は最近、私のチベット仏教に関する領域の師であるッルティム ・ケサン(日 本名=

白館戒雲)大 谷大学助教授 と北村太道種智院大学教授により日本語訳 され発刊された(日 本語

訳書名 『大秘密四タントラ概論』永田文昌堂1994)。 しかし、 本書 は逐語訳的で極めて難解

なため、私がッルティム ・ケサン師の許可を得て、よりわかりやすい日本語にあらたあた文章

をもちいる点をご了承いただきたい。

生 起 次 第

1.粗 なる念の瑜伽

①粗なる曼陀羅を観想(瞑 想)す る。まず曼陀羅の内部に建立された宮殿を観想 し、それが

完成 したならば、その中にホ トケたちを招き入れると観想する。 この場合は、ゆっくりと

観想 していく。

②ゆっくりと観想することに習熟 した ら、一挙に全てを観想できる段階に進む。その際、粗

なる曼陀羅 は一挙に観想できるが、その中に招き入れるホ トケたちのうち、粗なるホ トケ

たちは一挙に観想できるものの、一部の微細(み さい)な ホ トケたちはまだ一挙には観想

できない。

③次の段階では、微細なホ トケたちも、極 く細かい部分まで一挙に観想できるようにする。

④微細なホ トケたちまで一挙に観想できる段階に達する。

このようにして、生起次第の目的、すなわち日常性の固い殻を破砕 し、日常性を絶対化 し執

着 しがちな私たちの意識構造を、根底か ら揺るが し、ホ トケの正 しい教えを授かる準備ができ

あがる。修行者 は、何を見ても、それ らがホ トケたちの顕現なのだと、自然に意識できるよう

になるQ

2.微 細瑜伽(み さいゆが)

究竟次第の修行に耐えられる心身を育むたあには、さらに微細瑜伽を行ずる必要がある。

①修行者自身の鼻 もしくはリンガ(陰 茎)の 先端、あるいは臍や心臓に、微細な滴(テ ィク

レ=ビ ン ドゥー)か 文字を置 くと観想 して、そこに心を完全集中する。

②そのティクレや文字の中に、曼陀羅とホ トケたちを生起する。

③ この微細瑜伽を完璧なものにす る。

これに習熟すると、 「止(寂 静の境地)」 が実現できる。 また、究竟次第で必要 となる 「風

(ル ン=息=生 命エネルギー)」のコントロールにも役立つので、修行者は必ず、この状態に到

達 しなければならない。

生起次第は、通常 は日に4回 行ず る。 しかも、行に入っているときのみならず、日常生活の

全てを、 この行に奉 じなければならない。食事をとるときは修行者自身がホ トケであり、食物
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は甘露であると思 って加持 して食す。寝 るときも、ホ トケの光明に入ると念 じなければな らな

い。そうして初めて、生起次第が成就す る。

本行に入 る前段階にすぎない 「微細瑜伽」ですでに、修行者のリンガ(陰 茎)に 滴や文字を

観想することが求められ、性にまっわる修行法の一端がかいま見 られる。

究 竟 次 第

ゲルク派による最 も簡単な究竟次第 の定義は、「風(ル ン)を 、鼻孔に通ずる左右の脈管

(左=キ ャンマ=ラ ラナー ・右=ロ マーラサナー)か ら、 身体の中央を貫 く中央脈管(ウ マ=

アヴァドゥーティー)に 、観想の力によって導 き入れ、 とどめ、溶融させて、成仏を可能にす

る状態を創出すること」にほかならない。

成仏を可能にする状態とは、「幻身(ギ ュールー)」 と 「ほんとうの光明(ト ゥンギ ・ウーセ

ル)」が、同時に成就 したときである。 これを 「双入(ス ンジュク)」 という。ゲルク派の考え

方では、「幻身」 は物質性をもち、「ほんとうの光明」 は精神性をもっ。

『秘密集会 タントラ』 「聖者流」 の究竟次第は、 全部で6っ の次第か ら構成される。 ①定寂

身 ・②定寂口 ・③定寂心 ・④幻身 ・⑤光明 ・⑥双入である。 このうちで、幻身の成就がいちば

ん難 しいといわれてきた。 ツォンカバは、 彼自身の述懐によれば、30代 末の時点で、 この幻

身を完全に理解 し、成就 していたという。

1.定 寂身

この修行は、修行者が自分のリンガ(陰 茎)の 尿道に滴(テ ィクレー精液)を 観想 し、その

観想の力によって、「風(ル ン)」を中央脈管に導き入れ、 とどめ、溶融 して、「空性」を如実

に体得 しようとすることである。 この段階では、実際には 「空性」の智恵は生 じておらず、生

起次第から究竟次第への、いわば橋渡 しの役割を果たしている。
あ しゅく

ここで行われる内容 は、 もう少 し具体的には、聖者流の秘密集会曼陀羅(阿 閾 金剛曼陀羅)

を、修行者 自身の身体に展開し、体得することである。そのとき、修行者は、いまも触れたよ

うに、自分の リンガの尿道に滴を観想 し、そこにとどめておく。

自分の リンガの尿道に滴を観想 し、 そこに全精神を余すことな く集中していくと、 「風」 と

「心」 がじっは1っ であるということに気付 く。 っまり、心をとどめたところが風の所在する

場所なのである。このメカニズムに気付けば、修行者は自在に風=心 を操作 していくことが可

能になる。ここでも、 リンガ、すなわち男性器が重要な役割を演 じている。

ちなみに、8世 紀以降の密教では、男性の精液は 「菩提心」、 すなわち悟 りを求めようとす

る根源的な心の象徴であり、さらには菩提心そのものとみなされた。 この論理を突き詰めてい

けば、射精は菩提心の放出と同義となる。その結果、師の僧が女性パー トナーと性交 し、精液

と女性の愛液の混ざったものを菩提心を称して、弟子の口の中に入れる灌頂儀礼のほかは、射

精は強 く戒あられた。従って、修行者たちは精液の保存に極度の関心を示せざるをえず、のち

には夢精を恐れて眠るに眠れないという滑稽な事態さえ出来したらしい。
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2.定 寂口(金 剛念誦)

修行者は、自分の心臓の上端に、滴ないし真言の文字を観想する。すると、上か らの風と、

下からの風が、心臓のチャクラに通ずる中央脈管に入 り、 とどまり、溶融 して、心臓の脈管の

結び目が完全にほどけはじめる。

このとき、修行者は 「出し・入れ ・とどめる」の3っ を、3っ の文字の声として唱える金剛

念誦か、或いはhumとhohの2っ の文字の金剛念誦の、どちらかが必要 とされるので、定寂

口は金剛念誦 とも呼ばれる。

心臓の中央脈管に風を流入させるには、前 もって心臓の上下の脈管をゆるめておかなければ

ならない。それには、自分の鼻の先端に光の滴を観想する微細瑜伽を行ずる必要がある。

鼻の先端に光の滴を観想することは、 リンガの先端に滴を観想することに通 じ、自分が レー

ギャ(実 際の女性のパー トナー=カ ルマ ・ム ドラー)と 性瑜伽を行 じても、菩提心(精 液)が

漏れないようにとどめることや、自分がエーギャ(想 像上の女性パー トナー)と 性瑜伽を行 じ

たとき、菩提心をとどあることに習熟できると註釈されている。こうすると、生命活動が活性

化 され、心臓に風が集まりやす くなるという。

3.定 寂心(心 清浄)

内の縁である金剛念誦などと、外の縁である印契(ム ドラー=女 性パー トナー)の 生命活動

によって、修行者を活性化 し、心臓のチャクラの脈管を完全 にほどいて、その中心にある 「不

壊のティラカ(微 細な粒子=ミ シクペー ・ティクレ=テ ィラカ)」 に風が送 り込まれ溶融する

ことになる。

風が心臓の中のティラカに完全に溶融すると、4っ のヴィジョンがあらわれる。

① 「顕明(ナ ンワー空)」 明浄無垢の秋の空に、月光が充満する如き白いヴィジョン。

② 「増輝(チ ューバ=極 空)」 明浄無垢 の秋の空に、太陽が昇 った如き赤いヴィジョン。

③ 「近得(ニ ェル トプ=一 切空)」 明浄無垢の秋の空が暮れなずんだ如 きどす黒いヴィジョ

ンo

④ 「たとえの光明(ペ イ ・ウーセル)」 擬似的な光明のヴィジョン。

① ・② ・③の各ヴィジョンは 「三空」 といい、男女の性行為、就寝中、意識不明などの状態

においても、類似のヴィジョンが出るが、根本的には人間が死ぬときにあらわれる。すなわち、

定寂心の修行では、生きなが ら、あらかじめ死の状態を先取 りすることになる。④は以後の修

行で体験されるはずの 「ほんとうの光明」に似ているが、あくまで類似の状態に過ぎないので、

「たとえの光明(偽 の光明)」 と呼ばれる。

「三空」を体験するときは、たとえようのない快楽が伴うといわれ、「三空」 と 「三歓喜」と

称 される。「空」は大乗仏教最高のキーワー ドであ り、定寂心の修行はこの 「空」の諸相を

「歓喜」 として、如実に体得する過程なのである。
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4.幻 身(自 加持)

幻身はあらゆる修行の中で、最 も難 しいとされる段階である。幻身 とは、人間が死んで、次

の生命形態 として、 この世に生まれ変わるまでの間、つまり 「中有(パ ル ド)」の状態がまさ

に幻身であって、 「虹の身体」 とも呼ばれる。 ちなみに、 あらゆる生命は、その死の瞬間に、

すでに次の生命形態のかたちをした幻身に変 じ、その状態のまま 「中有」の期間をすごし、や

がてこの世に生を受ける。 この点は、『倶舎論』の第3章 に明示されているが、『死者の書」で

はせっかく 『倶舎論』の説を引用 しながら、あやまった説明をしている。

幻身は、幻身同士では相手を見 られるが、ふっ うの人間には見えない。ただし、幻身を成就

した修行者 は、幻身を見ることが出来る。また、幻身を成就 した者は、死に際 して、前世の業

に制約されず、自在に来世を得 られるといわれる。

幻身がいったいどのようなものかにっいて、『智恵金剛集』 という書物 は、 こう語 っている。

①風 と心のみか ら出来ているから、「幻の人」のようである。

②どこにで もあまね く存在するから、「水月」のようである。

③肉と骨を離れているか ら、人の 「影」のようである。

④刹那に動 くか ら、「陽炎」のようである。

⑤夢の中で見る 「夢の身」のようである。

⑥実体はここにあるのに、別の場所にあらわれる 「反響(山 彦)」 のようである。

⑦ 「蜃気楼」のようである。

⑧1っ なのに、多 くのあらわれをもっか ら、「魔術」のようである。

⑨物質的存在に汚されず、混 じり合わないであらわれるか ら、「虹」のようである。

⑩肉体の中にあることは、「雲の中の雷」のようである。

⑪空の状態から忽然 と出現する点は、澄み切った清水か ら 「泡沫」が生ずるようである。

⑫一切が完璧である点は、鏡の中に 「持金剛(密 教究極のホトケ)の 影像」が出現するよう

である。

さて、幻身を出現 させるためには、定寂心でおこなった順序とは逆の手順を踏む。すなわち、

心臓のチャクラの中の 「不壊のティラカ」に溶融 していた風を、今度は少 し動か し、解放する

のである。すると、定寂心のときとは逆向きのヴィジョンがあらわれる。

① 「たとえの光明」

② 「近得」

③ 「増輝」

④ 「顕明」

このとき、心臓のチャクラの中の 「不壊のティラカ」 に溶融 していた風が 「幻身」に変容す

る。 この逆の過程は、死んだ人間が、再び再生するまでの過程にあたる。 いいかえれば、「中
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有 」 の状 態 を体 験 す る こ と に ほか な らな い 。

ただ し、 繰 り返 し述 べ た よ うに、 幻 身 を 出 現 させ る こ と は至 難 と され る。 そ の た め、 以 上 の

行 に先 立 って、 修 行 者 の 身 体 を 、粗 大 な身 体 と微 細 な 身 体 とに分 け て お い た ほ うが い い と いわ

れ る。 これ に も、 や は り修 行 者 の観 想 の 力 が 用 い られ る。

よ り具 体 的 に いえ ば、 「遷 移(ポ ワ)」 と 「入 魂(ト ン ジュ ク)」 の修 行 が い い と勧 あ られ て

い る。 「ポ ワ」 は、 自分 の意 識 を体 外 に離 脱 させ る行 法 で あ り、 「トン ジ ュク」 は離 脱 させ た意

識 を他 の動 物 に注 入 す る行 法 で あ る。 「ト ンジ ュ ク」 は あ ま りに難 しい と され るか ら、 こ こで

は 「ポ ワ」 につ いて だ け、 簡 単 に説 明 して お こ う。

まず 、 修 行 者 は、 身 体 に あ る眉 間 ・眼 ・耳 孔 ・鼻 孔 ・口 ・臍 ・尿道 ・肛 門 の八 孔 を閉 じ、 頭

頂 に あ る梵 孔(ブ ラフ マ孔)を 開 く。 自分 の眼 前 に守 護 尊 を観 想 し、心 臓 の チ ャク ラ の中 で 飛

び跳 ね て い る滴(テ ィク レ=光 を 本 質 とす る生 命 エ ネル ギ ー)を も観 想 す る。 下 向 き の風(ル

ン)を 上 に 向 か って引 き上 げ る と と も に、 ピ ック と い う声 を 出 して 、 眉 間 ま で 引 っ張 りあ げ る。

次 の ピ ッ ク とい う声 で、 同 じよ うに、 テ ィク レを眉 間 か ら額 に引 っ張 りあ げ る。3回 目 の ピ ッ

ク とい う声 で、 テ ィ ク レは頭 頂 に あ る梵 孔 に達 す る。 最 後 に、 ペ ッ トとい う声 と と もに、 テ ィ

ク レ は梵 孔 を飛 び 出 し、 守 護 尊 の胸 の中 に溶 け込 む ので あ る。

も っ と も、 この よ うな熾 烈 な努 力 に もか か わ らず 、 この段 階 で 出 現 す る 「幻 身 」 は、 ま だ完

全 に は浄 化 され て お らず 、 そ れ ゆえ に 「不 浄 の幻 身 」 と呼 ば れ る。 完 全 に浄 化 さ れ 「幻 身 」 を

成 就 す るの は、 次 の段 階 で 「ほん と うの光 明 」 を得 て か らあ との こ とで 、 そ れ ま で は以 前 の粗

な る身 体 を全 く捨 て去 る こ とは 出来 な い の で あ る。

5.ほ ん と うの光 明(楽 現 覚)

全 身 全 霊 を あ げて、 心 臓 の チ ャク ラの中 に あ る 「不 壊 の テ ィラ カ」 に、 す べ て の風 を送 り込

み溶 融 させ る。 す る と、 い ま まで に体 得 した 「顕 明(ナ ン ワ)」・「増 輝(チ ュ ーバ)」 ・「近 得

(ニ ェ ル トプ)」 が み な1っ に溶 け込 み、 「ほ ん と う の光 明(ト ゥ ンギ ・ウー セ ル)」 が体 得 さ れ

る。 そ の 際 、 風(ル ン)は 、 「ほん と う の光 明」 の乗 り物 の役 割 を果 た す。

この と き、 最 高 の 快楽 で あ る 「大 楽 」 が生 じ、 そ の大 楽 の最 中 、 修 行 者 は 「空性 」 を、 文 字

どお り、 目 の当 た り にす る とい う。 っ い に 「四 空」 が成 就 す る ので あ る。

こ こで 気 を付 け な けれ ば な らな い点 は、 「ほん と うの光 明」 と い う表 現 を して いて も、 そ れ

は私 た ちが イ メ ー ジ しが ちな この世 の光 で はな い こ とで あ る。 「ほ ん と う の光 明 」 と は、 あ ら

ゆ る言 語 表 現 を遙 か に越 え た体 験 を示 唆 す る、 ま さ に仮 の言 葉 に過 ぎ な い。 あ る種 の体 験 の 中

で 、 光 輝 くヴ ィ ジ ョ ンを得 て 、 そ れ が 「ほん と うの光 明」 だ と思 い こん で い る人 もあ るよ うだ

が 、 全 くの誤 解 とい って い い。

そ う した原 因 の一 端 は、 「ほ ん と うの光 明」 を英 訳 す る際 、clearlightと した こ と にあ る。

幻 覚 体 験 の比 較 的表 層 で 出現 す る光 の ヴ ィ ジ ョ ンを 、 チ ベ ッ ト密 教 が意 図 す る究 極 の ヴ ィ ジ ョ

ンと取 り違 え た結 果 が、 こん な あや ま ちを 生 み 出 したの で あ ろ う。
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6.双 入

前段階で 「ほんとうの光明」 を体得 したならば、今度はもう一度前にもどって、 「幻身」を

出現 させる。つまり、心臓のチャクラの中の 「不壊のティラカ」に溶融 していた風を、少 し動

かし、 解放 して、 「ほんとうの光明」 として1っ に溶け合 っていた 「顕明(ナ ンワ)」・「増輝

(チューバ)」・「近得(ニ ェル トプ)」を再び分離 して、

① 「近得(ニ ェル トプ)」

② 「増輝(チ ューバ)」

③ 「顕明(ナ ンワ)」

の順序 に展開するのである。

こうすると、再び 「幻身」が出現するが、今回はすでに 「ほんとうの光明」によって、過去

世の業や今生の煩悩が完全に浄化 されているので、出現 した 「幻身」は完璧に 「清浄な幻身」

となる。

こうして 「ほんとうの光明」 と 「清浄な幻身」を同時に成就させることには、いうまでもな

く、最高の快楽の中の快楽が伴 う。それは大楽にも勝 る大楽であり、自他の区別など雲散霧消

して、自在に生きとし生けるものことごとくを、至福の中で救済する境地に入る。これが 「双

入(ス ンジュク)」である。 一

さらに、この境地を生きて、充分な功徳 と智恵を集積 したとき、っいにホ トケか らもこれ以

上何 ら教えを請 う必要のない境地 に到達する。それが 「無学の双入」であり、ホ トケの境地そ

のものである。 ここで人はホトケとなる。すなわち、成仏である。

性 瑜 伽 の 実 践

以上の秘密集会 タントラ聖者流の修行法では、修行の核心部分において、必ず性瑜伽ないし

性瑜伽に類する行法が行 じられる。

まず最初に、 生起次第の微細瑜伽のなかで、 修行者は自分のリンガ(陰 茎)の 先端に、 滴

(ティクレ)や 文字を観想する。 これは、「止(寂 静の境地)」 を実現するためである。 また、

究竟次第で必要 となる 「風(ル ン=息=生 命エネルギー)」 のコントロールの、 いいわば準備

のたあの修行でもある。

次いで、 究竟次第の第1段 階の位置する 「定寂身」 において、 修行者は自分の リンガ(陰

茎)の 尿道に滴(テ ィクレ=精 液)を 観想 し、その観想の力によって、「風(ル ン)」を中央脈

管に導き入れ、 とどめ、溶融 して、「空性」 を如実に体得 しようと試みる。 自分の リンガの尿

道に滴を観想 し、 そこに全精神を余すことなく集中 していくと、 「風」 と 「心」がじつは1つ

であるということに気付 く。っまり、心をとどめたところが風の所在する場所なのである。 こ

のメカニズムに気付けば、修行者は自在に風一心を操作 していくことが可能 になる。

第2段 階の 「定寂口」では、心臓の中央脈管に風を流入させるたあに、微細瑜伽を行 じて、
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心 臓 の上 下 の 脈管 を ゆ るめ る。 この行 は、 次 の 定 寂心 で 自分 が レー ギ ャ(実 際 の女 性 のパ ー ト

ナ ー 一 カル マ ・ム ドラ ー)と 性 瑜 伽 を行 じて も、 菩 提 心(精 液)が 漏 れ な い よ うに と ど め る こ

とや 、 自分 が エー ギ ャ(想 像上 の女 性 パ ー トナ ー)と 性瑜 伽 を行 じた と き、 菩 提 心 を と どめ る

こと に習 熟 させ る 目的 が あ る。註 釈 に よ る と、 こ うす れ ば生 命 活 動 が活 性 化 さ れ、 心 臓 に風 が

集 ま りや す くな る と い う。

第3段 階 の 「定 寂 心 」 は、 いよ い よ性 瑜 伽 の実 践 で あ る。 こ こで は、 内 の縁 で あ る金 剛 念 誦

(霊 力 を もっ特 殊 な言 葉 の読 誦)な ど と、 外 の 縁 で あ る印契(ム ドラー=女 性 パ ー トナ ー)の

生 命 活 動 に よ って 、 修 行 者 を 活 性化 し、 心 臓 の チ ャク ラの 脈 管 を完 全 に ほ ど い て、 そ の中 心 に

あ る 「不 壊 の テ ィ ラカ(微 細 な粒子 一 ミシ ク ペ ー ・テ ィク レ=テ ィ ラカ)」 に風 を送 り込 み 溶

融 させ る。

か くて 、 風 が心 臓 の 中 の テ ィ ラカ に完 全 に溶 融 す る と、 「顕 明(ナ ン ワ)」・「増 輝(チ ュ ー

バ)」 ・「近 得(ニ ェ ル トプ)」 ・「た とえ の光 明(ペ イ ・ウ ー セル)」 か らな る4っ の ヴ ィジ ョ ン

が あ らわ れ る。 こ の う ち、 「顕 明 」・「増 輝 」・「近 得 」 の各 ヴ ィ ジ ョ ンは 「三 空 」 とい い、 男 女

の性 行 為 、 就 寝 中、 意 識 不 明 な どの 状 態 に お い て も、 類 似 の ヴ ィ ジ ョンが 出 るが、 根 本 的 に は

人 間 が死 ぬ と きに あ らわ れ る とされ る。 す な わ ち、 定 寂 心 の修 行 で は、 生 きな が ら、 あ らか じ

め死 の状 態 を先 取 りす る こ とに な る。

この 「三 空 」 を 体 験 す る と き は、 た とえ よ うの な い快 楽 が伴 うと いわ れ 、 「三 空 」 と 「三 歓

喜 」 と称 さ れ る。 「空 」 は大 乗 仏 教 最 高 の キ ー ワ ー ドで あ り、 定 寂 心 の修 行 は この 「空 」 の諸

相 を 「歓 喜 」 と して、 如 実 に体 得 す る過 程 な の で あ る。

第4段 階 に位 置 し、 最 も難 しい とされ る 「幻 身 」 で は、 前 段 階 の 行 法 を 逆 に行 じ る。 す な わ

ち、 心 臓 の チ ャ ク ラの 中 の 「不 壊 の テ ィラ カ」 に溶 融 して い た風 を 、 今 度 は少 し動 か し、 解 放

す るの で あ る。 す る と、 定 寂 心 の とき と は逆 向 きの ヴ ィ ジ ョ ンが あ らわ れ る。 もち ろ ん、 性 瑜

伽 が必 然 的 に伴 う。 す で に触 れ た よ うに、 この幻 身 とい う修 行 の段 階 は、 死 か ら再生 す る過 程

を た ど る こ とが 目的 で あ る。

この と き、 心臓 の チ ャ ク ラの 中 の 「不 壊 の テ ィ ラ カ」 に溶 融 して いた 風 が 「幻 身 」 に変 容 す

る。 この 逆 の 過 程 は、 死 ん だ 人 間 が、 再 び再 生 す るま で の過 程 に あた る。 い い か え れ ば、 「中

有 」 の状 態 を体 験 す る こ と に ほか な らな い 。

第5段 階 の 「ほん と うの光 明 」 で は、 全 身 全 霊 を あ げて、 心 臓 の チ ャク ラの中 にあ る 「不 壊

の テ ィラ カ」 に、 す べ て の風 を送 り込 み溶 融 させ る。 す る と、 い ま まで に体 得 した 「顕 明(ナ

ンワ)」 ・「増輝(チ ュー バ)」 ・「近 得(ニ ェ ル トプ)」 が み な1っ に溶 け込 み、 「ほん と うの光 明

(ト ゥ ンギ ・ウー セ ル)」 が体 得 され る。

ま さ に、 そ の瞬 間 、 最 高 の快 楽 で あ る 「大 楽 」 が生 じ、 そ の大 楽 の最 中、 修 行 者 は 「空 性 」

を、 文 字 どお り、 目 の 当 た りにす る と い う。 っ い に 「四空 」 が成 就 す るの で あ る。

ゲ ル ク派 で は、 「ほん と う の光 明」 を成 就 す る に あ た り、 第3灌 頂(般 若 智 灌 頂 一女 性 との

性 行 為 を必 須 とす る灌 頂 〔イ ニ シエ ー シ ョ ン〕)と 第4灌 頂(言 葉 に よ る灌 頂)を 授 けて お く

か否 か を め ぐ り、 ま た そ の順 序 を あ ぐり、 論 争 が あ った。 こ の点 は極 め て専 門 的 な事 項 に属 す

る の で、 こ こで は触 れ な い が、 第3灌 頂 を 授 け れ ば、 印契(ム ドラー 一女 性 パ ー トナ ー)の 生
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命活動によって、修行者がさらに活性化 され、 「三空」が目の当たりにでき、 さらに第4灌 頂

を授ければ、そのときほんとうの大楽を生 じて、空性を目の当たりに出来るという説も存在し

た。

最終の第6段 階である 「双入」 は、もう一度前にもどって、「幻身」を出現させる。つまり、

心臓のチャクラの中の 「不壊のティラカ」 に溶融 していた風を、少 し動か し、解放 して、「ほ

んとうの光明」 として1っ に溶け合っていた 「顕明(ナ ンワ)」・「増輝(チ ューバ)」・「近得

(ニェル トプ)」を再び分離 して展開させる。

すると、再び 「幻身」が出現するが、今回はすでに 「ほんとうの光明」によって、過去世の

業や今生の煩悩が完全に浄化 されているので、出現 した 「幻身」は完璧に 「清浄な幻身」 とな

る。 こうして 「ほんとうの光明」 と 「清浄な幻身」を同時に成就させることには、いうまでも

なく、最高の快楽の中の快楽が伴 う。それは大楽にも勝る大楽なのだという。

要するに、第3段 階以降の修行では、いずれも性瑜伽が実践されるべきことが説かれている

のである。

『秘密集会 タントラ」が、大乗仏教の正統な後継者として、 その冒頭に 「ブッダは、一切の

如来たちの身 ・語 ・心の源泉たる諸々の金剛女陰に住 したもうた(ブ ッダは、あらゆる如来た

ちにとってあ らゆる真理の源泉である複数の女性たちの性器のなかにおられた一女性たちと性

瑜伽を行 じてお られた)」 という衝撃的な文言を掲げて登場 したのは、8世 紀のことだったと

いわれる。そ して、このタントラを根本的な典拠 とする秘密集会タントラ聖者流の修行法が流

行 したのが、紀元1000頃 のインド。 この時期、 このタントラを奉ずる密教行者たちは、 以上

の解説に説かれた通りの行を実践 していたらしい。

なぜ、性瑜伽 が必要 か

修行において性瑜伽を行ずる理由、別の表現をするなら女性パー トナーを必須とする理由は、

これまでの解説による限り、以下の2点 に集約される。

①女性の もつ生命エネルギーによって、修行者の生命活動を活性化するため。

②究極の把握対象である 「空性」 を体得するため。「空性」 のヴィジョンは、男女の性行為

の最中にも生ずるという認識が、その背景にある。

①の点についていえば、秘密集会タントラ聖者流の修行はあまりに過酷であって、通常の生

命力ではとても全うできない。ゆえに、修行者の生命力を活性化す る必要が生ずるが、それに

は女性 との性行為を導入 した瑜伽(ヨ ーガ)が 欠かせないからだという。

また、 ②の点に関してっけ加えれば、 「空性」 のヴィジョンは本当は人間が死ぬときにあら

われるという認識が前提になっている。っまり、男女の性行為が孕むであろう 「死の先取 り」

が、性行為 による 「空性」のヴィジョン体験を背後で支えていることになる。 しかも、「空性」

の把握はたとえようのない快楽が伴うといい、 「空性」 は同時に 「歓喜」 でもあるとされるの
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で、 ここでは当然なが ら、性行為の快楽がキーワー ドになってくる。

ただし、秘密集会 タントラ聖者流の修行法、わけて もその中核におかれる究竟次第の第3段

階以降の修行は、ゲルク派の関係者によると、極めて危険なものである。究竟次第の第3段 階

以降といえば、それは性瑜伽の実践にほかならないが、そこで行われる内容は、聞 くところで

は、極端な呼吸 コントロールを駆使 して、心停止ないしは心停止に非常に近い身体状況を創出

することだといい、歴代 この負担に耐えきれず、死ぬものが相次いだとも伝承されている。

すなわち、秘密集会タントラ聖者流における性瑜伽は、本来、「楽」 を標榜 しながら、その

実 は死に直面することをもくろむ手段だったのである。先に指摘 しておいた男女の性行為が必

然的に孕んでいるという死。その死を、性行為がか もしだす快楽を極限まで追求することを通

して、わがものにしようとすること。 それが、 この修行法の本質だったのだ。 ちなみに、性

行為の極限的な快楽追求 と極端な呼吸コントロールによる心停止状態の招来 とは、必ず しも矛

盾 しない。いささか穏当を欠 く言い回しかも知れないが、ある種の向精神薬が もたらす心身の

ありようは、そうした状態にかなり近い可能性があるゆえだ。 しかも、4っ のヴィジョンを出

現させるためには、身体的な危機、 もっといえば、死亡率が相当に高い身体状況を実現する必

要があるといっていい。

快 楽 の 仏 教 的 解 釈

では、仏教は快楽を、いったいどのように考えてきたのだろうか。それを少 し探 ってみよう。

仏教は、ブッダ以来このかた、出家にあたって 「五種不男(こ しゅふなん=五 種類の不完全

な男性)」 と 「二形(に ぎょう=半 陰陽)」 の規定を設 け、健全な肉体をもっ男性であることを

強 く要請 した。いいかえれば、性欲をもっ男性だけが出家できるのであって、性的不能者や同

性愛者は、初めから排除されていたのである。また、出家は、性欲が最高潮に達す る青少年期

以前になされるべきであって、性欲が衰えてか らの出家には二義的な意味しかあたえられてい

ない。

極 く端的に表現するなら、仏教は熾烈な性欲を、修行によって、悟 りへの原動力に変容させ

ることをもくろんだのである。或いは、性欲に代表される肉の領域を、霊の領域に変容させる

ことをはかった。その際、密教以前の仏教は、禁欲を掲げていたのに対 し、密教 は性欲を、場

合によっては噴出させることによって最高の叡智を得ようとしたが、仏教の歴史全体から見れ

ば、密教 のそうした立場 はやはり特異 といわざるをえない。

しかし、ここで注意すべきことがある。それは仏教はブッダ以来、快楽を必ずしも全面的に

否定はしてこなかったという点である。むろん、世俗における一般的な快楽追求は、執着の最

たるもの として、完全に否定された。だが、修行における或 る特殊な状態の快楽は、その限り

ではなか った。

修行における或る特殊な状態の快楽とは、瞑想がもたらす快楽である。この快楽だけは、容

認 されるどころか、積極的に求め られた。 もっとも、 この志向は仏教独自というよりも、仏教

以前にまで遡るインド精神界の動向に淵源がある。
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古代インドの精神界では、瞑想は究極の状態を実現するほとんど唯一の手段であった。一説

には、或 る時点までは向精神薬による実現 も許されていたものの、何 らかの理由により、それ

は堅く禁 じられ、専ら瞑想によって究極の状態を求 める方向に向かったという。

ともあれ、 この重要極 まりない瞑想 には、っ こう3っ の属性が設定 されていた。精神性

cit・存在性sat・ 快楽性anandaで ある。 この3っ を満たさない以上 は、瞑想は不完全であり、

究極の状態など決 して実現 しないと信 じられていたのである。簡単にいえば、心地よい瞑想が、

よい瞑想にほかならない

これら3っ の属性相互の関係はかなり微妙で、突 き詰めて考えてみると、3っ のうち、精神

性と存在性 は、快楽性に内包されてしまうかもしれない。いいかえれば、快楽性の実在が、精

神性と存在性の実在を保証するという構造をもっわけだ。 さらにいえば、現実の修行のなかで

は、精神性 と存在性は快楽性の実現を通 じてのみ、その実在が確かめられるといっていい。や

や余談めいて恐縮だが、 ブッダ最愛の弟子の名がアーナンダ(阿 難)で あったという事実は、

以上の事柄に照らすとき、あまりに出来すぎた逸話である。

大乗仏教では、快楽の正当性は 「大楽」というカテゴリーで論 じられることが多い。この論

理は、この世におけるありとあらゆるものが本質的に清浄であって、人間の諸々の行為 もまた

本来清浄なのだという思想である。 この思想は、最古の大乗仏典 とされる 「般若経」に源があ

るといわれ、7世 紀頃に成立 した 「理趣経」で、人間の煩悩 はもとより、性行為す らも菩薩の

一境地にほかならないと宣言された。

こうした考え方 は、ふっうは思想の自立的運動の結果とみなされてきたが、私はそうとも限

らないと思 っている。おそらく、まず最初に修行の体験が根底にあり、思想 としてまとめられ

たのは後のことであろう。事実、 この種の修行を積んだ人々にきくと、或る種の修行法では、

いやおうなく快楽が突出するという。よく修行は苦 しいものとされ、難行苦行の言葉 もあるく

らいだが、実際は或る点を越えれば、修行は苦 しみをはるかに凌 ぐ快楽に変容する。その強烈

さは世俗の快楽の比ではない。修行者が世俗を捨て、修行に精進できる本当の理由は、実はこ

こらあたりにある。

座禅しかり、念仏しかり。ましてや密教の性瑜伽はいうまでもない。 もっとも、先に指摘 し

たように、密教修行がもたらす快楽は、場合によっては、死と隣り合わせではあるが。 しかし、

死と隣り合わせであるような快楽ほど熾烈な快楽は、この世 にまたとないともいいうる。

女性パ ー トナーの位相

一方、修行者のパー トナーをっとめる女性は、どのような位相を占めていたのだろうか。概

してタントラが説 くステレオタイプは16歳 の処女である。 だが、同時に、 たとえば最 も性に

まっわる表現を多用するタントラである 「ヘーヴァジュラタントラ」 は、あらゆる年齢の女性

たちを、全 く平等に愛せよと主張する。

さらに、 その人数 も様々な解釈があり、必ず しも一定 しない。「秘密集会 タントラ」、「ヘー

ヴァジュラタントラ」や 「サンヴァラタントラ」は、同時的に複数の女性を愛せと規定するが、
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実際にこれらのタントラを典拠に性瑜伽を実践 した密教行者の記録を読むと、大概はたった1

人の女性 しか相手にしていないようである。

また、女性パー トナーは 「ヨーギニー(瑜 伽女)」 とか 「ダーキニー(荼 吉尼)」 とか呼ばれ、

少 しでも油断すると、男を喰い殺すような 「猛悪な女」 とされているが、こうした描写はどう

やら観念的に作 り上げられた形成が濃い。ただし、インドにおいて密教行者のパー トナーをっ

とめた女性の多 くは特別な階級に属 していたことは確かで、一説には母か ら娘へと特殊な性的

技法を伝承 していた娼婦だったともいう。

チベットにおける性瑜伽の場合は、インドのかか る実状 とは趣を異にし、私が知 りえた範囲

では、少なくとも偉大な密教行者に関 しては、同時に複数の女性を相手にしたという記録は見

当たらない。彼 らの女性パー トナーは、まず間違いなくたった1人 にすぎず、彼女との長期に

わたる性瑜伽の実践によって悟 りを得たと伝えられる。

それどころか、チベ ットないしチベットに直接的な影響をあたえたと思われる密教行者の

パートナーは、むしろ女性の方が主導権を握 っていた感すらある。

2っ ほど、例を挙げよう。チベット密教の代表的な修行法 とされる 「ナーローの六法」を開

発 したというイ ンド人 の密教行者ナーローパ(1016～1100)は16歳 のとき、 はるか年上で

あった可能性の高い女性密教行者ニグマの指導のもとで性瑜伽の実践に励んだといい、2人 の

関係はその後、8年 間続いた。ニグマは 「ナーローの六法」に近いと伝え られる密教の修行法

「ニグマの六法」 を開発 したともいわれ、 密教の理論に関する著作をしたためるほどの抜群の

知性の持 ち主でもあった。

現在でもチベット密教における重要な修行法の1つ に数えられる 「チュー=自 分の肉体を切

り刻み、悪魔たちに慈悲の心をもってあたえ、あらゆる執着を断っ瞑想法」を創始 し、あわせ

てシチュー派 という密教の一派を開いたマチク・ラプ ドゥンマ(1055～1143)は 、 インドか

ら訪れた密教行者 タムパ ・サンゲ(?～1117)の パー トナーとして性瑜伽を実践 し、彼女自身

も悟 りを得たと伝えられる。

別説では、タムパ ・サンゲの関与 は存在せず、マチク自身の圧倒的な霊的力が無名の男性行

者 との性瑜伽により開発されたともいう。いずれにせよ、女性が仏教の宗派の開祖になった実

例 はマチク以外にはない。

おそらく仏教は、女性が悟りを得 ることをもともと考えていなかった。これは周知の事実で

あろう。 だが、 性瑜伽が流行 した8世 紀から10世 紀にかけての時期に悟 りを得た、 いわゆる

「成就者」 の伝記である 「八四成就者伝」 をひもとくと、 そこには5人 の悟 りを得た女性の物

語がっづ られている事実に気付 く。 これも、性瑜伽の実践では、女性パー トナーの力が大きく

関与 していたことの明証であり、他の仏教 と性瑜伽を実践 した密教 との見解の相違にちがいな

い。

快 楽 の ゆ く え

「秘密集会タントラ聖者流」 を最高の仏教をみなし、 その整備に生涯を捧げたッォンカバの
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性瑜伽に対する見解を述べておこう。

一言でいえば、 ツォンカバは性瑜伽の有効性 は求めながらも、その実践は否定 し、瞑想 とし

てのみ、 この修行を行ずることを求めた。っまり、究竟次第において、性瑜伽の実践が要請さ

れている部分は、修行者の霊的な力によって、女性パー トナーを出現させ、彼女を相手にすべ

しと結論づけたのである。 こういうと、そうか、想像力によって女性パー トナーを出現させる

のかと解釈 されがちだが、チベット密教の場合、ここでいわれていることは単なる想像力のカ

テゴリーを完全に超越 した霊的としか表現できない力にほかならない。

この点は常識的な理解を超える内容なので、これ以上 は深入 りしないが、たとえば曼陀羅の

瞑想でも、図に描かれた曼陀羅は、あくまでほんの入 り口にすぎず、たとえ想像力を駆使 して

眼前の曼陀羅の通 りに脳裏に復元 したとしても、それはチベット密教が求める曼陀羅の瞑想で

はない。あえていうなら、想像力がもたらした曼陀羅は、それが完成 した時点で、一旦消 し去

られる対象であり、一度は空無と化 した修行者の前に、今度 はまさに実体 として顕現するもの

なのである。

女性パー トナーを顕現させる場合 も、これと同 じで、ッォンカバが指定 した修行を正 しく経

た者が顕現 させた女性パー トナーは、現実の女性よりも遙かに霊的な力に富み、行を成就させ

るという。聞 くところによると、現実の女性は、かえって邪魔 になるともいう。 もっとも、現

実の女性パートナーを排除 してしまった結果、女性が悟りを得る機会を奪 ってしまったともい

えるわけで、事実、ツォンカバ以降、女性の偉大な密教者はあらわれなかった。

さて、最後に確認 しておかなければならない点がある。それは、性瑜伽では、原則 として、

射精が伴わないことである。 このことは、理屈の上では、精液が菩提心に同定されるゆえにほ

かならない。 したがって、性瑜伽において、たびたび強調される絶大な快楽 は、通常の性行為

における射精による快楽 とはまったく異なることになる。

射精を伴わないということは、快楽に終わりがないことを意味する。っまり、 タントラが繰

り返 し唱えてやまない絶大な快楽 とは、その瞬間の快楽の激烈さも去ることながら、より重要

なのはその時間的な持続に起因していると思われるのだ。

研究者自身の個人的体験をま じえることには異論 もあろうが、あえて語 らせていただけば、

(性瑜伽ではない)或 る種の行のなかで私が体験 した快楽は2時 間以上にも及び、 しかも射精

のような局所的に生ずる快楽ではなかった。まさに全身的な快楽であって、いささか語弊があ

るか もしれないが、その快楽 は男性のそれではなく、女性が得 られるであろう最高の快楽に比

すべきものであると感 じられた。

私はこの点にこそ、性瑜伽の最大の秘密があると思 る。要するに、性瑜伽は、性行為のかた

ちを採用するものの、その実は性行為ではな く、あくまで瞑想法の極なのだ。だか ら、単に性

行為を重ねたところで、悟 りは決 して得られない。また、女性の快楽 こそ、キーワー ドであっ

て、女性パー トナーを必須とするゆえんも、本来、彼女たちの快楽にあったらしい。極論する

なら、性瑜伽 とは、修行者が男性を超え、女性を導 き手 としっっ女性の快楽をわがものとし、

さらにその快楽を、いわば跳躍台として、悟 りの世界へ飛ぼうとする究極の瞑想法ではなかっ

たか。
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